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※本プレスリリースは、2026 年 8 月 17 日にドイツ・ヘンケル本社が発表したプレスリリースの日本語訳版で

す。本プレスリリースは英語が原本であり、その内容・解釈については英文プレスリリースが優先します。 
 
アジア太平洋地域における包装コンプライアンス対応を支援 

ヘンケルの Packaging Recyclab Shanghai、 
EU で認められる紙包装リサイクル適性試験の実施機関に 
 
上海（中国）– ヘンケルは、アジア太平洋地域において EU 基準に準拠した包装リサイクル適性試験を

提供できる体制を整えました。ヘンケルの Packaging Recyclab Shanghai は、cyclos-HTP Institute
（CHI）による公式監査を通過し、認定を取得しました。この認定により、同施設は EU 基準に基づく

紙包装のリサイクル適性試験の実施および、EU で認められる外部評価レポートの発行が可能とな

りました。 
 
今回の認定取得により、ヘンケルは、包装メーカー、コンバーター、ブランドオーナー各社が、欧州

連合（EU）の包装・包装廃棄物規則（PPWR）や、高度化・複雑化するリサイクル適性要件への対応

を進めるためのアジア太平洋地域における支援体制をさらに強化します。また、Packaging 
Recyclab Shanghai は、ドイツ・デュッセルドルフの施設とともに、拡大を続けるヘンケルのグローバ

ル Packaging Recyclab ネットワークを支える重要な拠点となります。両施設は、ヘンケルのグロー

バルな「Inspiration Center」の一環として運営されており、顧客はコンセプト開発からリサイクル適

性評価に至るまで、包装ソリューションの検討、試験、最適化を一貫して行うことができます。 
 
Packaging Recyclab Shanghai では現在、欧州で認知されている紙包装のリサイクル適性評価プロ

トコルである CEPI/4evergreen および CHI の 2 つの試験手法を提供しています。これにより、アジ

ア太平洋地域の輸出企業は、欧州へサンプルを送付することなく、現地で EU 基準に基づく試験・評

価を実施できるようになります。開発期間の短縮に加え、市場参入に向けた意思決定の迅速化にも

つながります。 
 
上海での試験を通じた規制対応支援 
PPWRでは、包装設計、リサイクル性能、再生材含有率、有害物質の使用制限、再使用基準に関す

る要件が定められているほか、EU 市場に包装を供給する事業者に対する拡大生産者責任（EPR）
の義務も強化されています。欧州向け輸出企業にとって、包装コンプライアンスはもはや製品開発

後に確認する項目ではなく、市場参入に向けて事前に備えておくべき重要な要件となっています。 

https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2026-08-17-henkels-packaging-recyclab-in-shanghai-now-cyclos-htp-accredited-for-eu-paper-packaging-recyclability-testing-2222968
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アジア太平洋地域は、電子機器、消費財、食品、軽工業をはじめとするさまざまな産業の包装サプ

ライチェーンにおいて重要な役割を担っています。これまで、この地域の多くの企業は、紙包装のリ

サイクル適性評価のために欧州の試験機関に依存してきました。Henkel Packaging Recyclab 
Shanghai は、国際基準に準拠した試験能力と専門技術を地域で提供することで、こうした課題への

対応を支援します。 
 
ヘンケル アジア太平洋地域 パッケージング接着剤事業担当バイスプレジデントの Alejandro 
Schoenhoff（アレハンドロ・ショーンホフ）は、次のように述べています。 
「PPWR は包装業界の競争環境を大きく変えることになるでしょう。今回の Packaging Recyclab 
Shanghai の CHI 認定取得は、欧州で広く認められているリサイクル適性評価・試験能力を、アジア

太平洋地域のお客様により身近なものとする重要なマイルストーンです。また、この認定は、中国お

よびアジア太平洋地域に対するヘンケルの長期的なコミットメントを示すものであり、地域企業が厳

格化するグローバル市場への参入要件に対応するための重要な一歩でもあります。」 
 
グローバル市場に向けたリサイクル適性を考慮した包装設計 
包装輸出企業にとって、進化を続ける規制はコンプライアンス上の義務であると同時に、包装設計

を開発初期段階から見直す機会でもあります。リサイクル適性を考慮した設計（Design for 
Recyclability）では、素材が理論上リサイクル可能かどうかだけでなく、実際のリサイクル工程にお

いて包装がどのように処理されるかを理解することが重要です。そのため、材料選定、コーティング、

接着剤、包装構造などを相互に関連する要素として総合的に検討することが求められます。 
 
Packaging Recyclab Shanghai は、設計、試験、評価、最適化を一体的に進めるワークフローを提

供することで、こうした取り組みを支援しています。顧客は製品開発後の確認作業だけに依存する

のではなく、開発の初期段階からヘンケルのエキスパートと連携し、改善ポイントの特定や技術デ

ータの取得、リサイクル適性評価に向けた関連資料の準備を進めることができます。 
 
ヘンケル アジア太平洋地域 パッケージング接着剤事業 サステナビリティマネージャーの Yanjie 
Zheng（ヤンジエ・ジェン） は、次のように述べています。 
「中国およびアジア太平洋地域の膨大な輸出量を考えると、これらの課題への対応は選択肢では

なく、不可欠なものです。ヘンケルは、設計や製造工程への適用から、使用後のリサイクル、規制

対応に至るまで、包装ライフサイクル全体をカバーする包括的なソリューションを構築してきました。

Henkel Packaging Recyclab Shanghai は、包装輸出企業に対し、国際基準への適合を効率的かつ

確実に進めるための支援を提供します。」 
 
包装業界の変革を推進 
ヘンケルは、包装分野向けに幅広いソリューションを提供するグローバルな接着剤メーカーです。

Packaging Recyclab Shanghai では現在、紙包装を対象としたリサイクル適性評価を提供しており、
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プラスチック包装のリサイクル適性評価の導入に向けた準備も進めています。また今後は、輸出向

け包装のさらなるカテゴリーへと試験対象を拡大していく予定です。 
 
試験サービスの提供に加え、Packaging Recyclab Shanghai は、包装構造の実際のリサイクル性

能に関するデータを蓄積し、リサイクルを考慮した包装設計の推進や業界全体への知見共有に貢

献しています。アジア太平洋地域の顧客は、地域に根差した専門知識と国際基準に準拠した試験

サービスを活用することで、循環型包装の実現に向けた取り組みを加速できます。 
 
 
ヘンケルについて 
ヘンケルはブランド、イノベーション、テクノロジーにより、産業およびコンシューマー向け事業において世界中の市場をリ

ードしています。アドヒーシブテクノロジーズ（接着技術）事業部門は接着剤、シーリング剤、機能性コーティング剤市場の

グローバルリーダーとなっています。コンシューマーブランド事業部門は特にランドリー&ホームケアやヘアの分野におい

て、世界中の市場やカテゴリーをリードする地位を維持しています。ヘンケルには 3 つの強力なブランド、LOCTITE(ロック

タイト)、Persil（パーシル）、Schwarzkopf(シュワルツコフ)があります。2025 年の売上高は 205 億ユーロ、営業利益はおよ

そ 30 億ユーロでした。ヘンケルの優先株は、ドイツ株式指数 DAX のリストに入っております。ヘンケルには長いサステナ

ビリティの歴史があり、具体的な目標を掲げた明確なサステナビリティ戦略を推し進めます。1876 年に創業したヘンケル

は現在、世界に約 50,000名の社員を擁し、多様なチームが強固な企業文化、共通の価値観とヘンケルの社員をひとつに

まとめる共通基盤である企業目的「Pioneers at heart for the good of generations」の元に結束しています。さらなる情報

はこちら www.henkel.com をご覧ください。 
 
 
ヘンケルジャパンウェブサイト： www.henkel.co.jp 
ヘンケルジャパン接着技術事業部門ウェブサイト：next.henkel-adhesives.com/jp     
ヘンケルジャパンフェイスブックページ： www.facebook.com/HenkelJapan 
ヘンケルジャパン接着技術事業部門 YouTube：www.youtube.com/HenkelJapanAdhesiveTechnologies 
 
 
 
 
 

－本件に関するお問合せ先－ 
ヘンケルジャパン株式会社 接着技術事業部門 
マーケティングコミュニケーション 棚倉 朋子 

e-mail: adhesives.marketing.japan@henkel.com   
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